
 

 今学期は、３年ぶりに府立特別支援学校の取組「ふれあい・心のステーション」と「スポーツ交流会」

が実施されました。また、学校祭、高校生の交流会、校外学習、修学旅行、校内・校外実習や京しごと技

能検定等たくさんの行事にチャレンジすることができました。それぞれの取組を節目にこれまでに学んで

きたことや、身に付けてきた力を発揮し、生徒自身の成長を確認する機会となりました。また、仲間とのつ

ながりを深め、学び合いの中で楽しい思い出がたくさんできた２学期でした。 

 

 

 

京都府立南山城支援学校 

 学校だより 令和４年 12月 20日 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

NO.10 

2 学期各学部の取組の様子                                                  

 小学部 

 高等部 

 中学部 

2学期小学部では、様々な人達との交流を行いました。木津川台小学校との交流学習では、３年ぶり

に対面形式で交流を行うことができました。校外学習では、たくさんわくわくどきどきしながらも楽しく活

動をすることができました。様々な人との出会いや体験を通して、成長することができました。 

 

 

 

 

  

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍でもしっかりと歩みを進めた２学期でした。２学期は「学校祭、修学旅行、各種スポーツ大

会」など、さまざまな取組に生徒たちは積極的にチャレンジしました。時には思うようにいかず、くじけそう

な時もありましたが、仲間同士助け合って難関を乗り切り、大きく成長することができました。 

 

「 交流・体験を通して 」 

「 おもいきって 『チャレンジ!！』 」 

「 思いきってチャレンジ 」 
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１月当初の予定 

１月１０日（火）始業式                       半日ダイヤ 

１１日（水）給食開始、高等部入学選考      水曜ダイヤ 

１２日（木）高等部入学選考               水曜ダイヤ 

１３日（金）こころの相談                  平日ダイヤ 

＜学校閉鎖日 １２月２８日（火）～1月４日（火）の緊急連絡先＞ 
学校閉鎖日は学校へ電話が繋がりません。 
急用等がありましたら、下記まで連絡をお願いします。 

 代表    ０９０－7350－8517   小学部 090－3050－7280 
 中学部  090－３０５０－７２８１   高等部 090－3０５０－７２８２ 

今年度から様々な人とつながり、地域に開かれた学校を目指し、MINAMILABO 棟を活用した取組
を実施してきました。２学期は MINAMI マルシェやつながルームでの製品お渡し会や M ギャラリーで
の児童生徒の作品展示を行いました。また、図書室を MINAMILABO 棟に移動し、『ほんの森』として
一部使用開始しました。『ほんの森』では、地域のサークルの方による読み聞かせにも取組ました。学校
祭では、つながルームで木津川市の特産品の紹介をする地域ブースを行ったり、PTA の方を中心に
MINAMILABO 棟でバルーンルームを行ったりして、地域の方や学部を超えて児童生徒が関わり合い
ながら学習を進めてきました。 

令和 4年、2022 年もあと 10 日ほどとなりました。新型コロナウイルス感染症対策も丸 3 年

経とうとしています。過去の例から見て、いつまでもこんなことが続くはずはないのですが、なかな

か終わりまでたどり着かず、学期末は本校でも罹患者が増えました。給食も安全な提供を優先し

弁当の配食とさせていただきました。幸い、子どもたちや教職員への感染拡大はなく、保護者の

皆様には、御理解と御協力をいただきましたこと、心より感謝申し上げます。 

さて、毎年恒例の「今年の漢字」では、「戦」が選ばれました。北京オリンピック・パラリンピック、

ロシアによるウクライナ侵攻、近いところで FIFA ワールドカップの開催などからもっともなことだ

なと思われた方も多いのではないでしょうか。スポーツでの「戦」は、選手だけでなく応援する私

たちもワクワクし、心地よい興奮に包まれるものですが、ウクライナ侵攻のニュースは悲しみや虚し

さに襲われるのみです。平和の祭典の隣で他国への侵攻が行われているという現実は、決して

遠い話とは思えません。終業式で、かけがえのない命、人権という視点から、まずは『身近な人』

を大切に、大事にすること、そして世界中の人がそれを実践すれば戦争などということにはならな

いと信じている・・と話しました。 

学期末の振り返りの中で、それぞれの子どもたちが、「自分一人で」「友達と一緒に」「クラスと

して」頑張ったことや挑戦したこと、成長したことをたたえ合い、そのことが子どもたちの心をきっと

豊かにしていると思います。これは「平和」であってこそできる豊かさであり、自立や社会参加へと

つながります。 

冬休み中に御家庭でされるいろいろな話題の中に、自分を含めて身近な人を大事にすること

も入れていただき、新たな希望をもって新年を迎えましょう。 


